











































































































葦 果  グ) 要
 め
四
 阿都の論文はポーラログラフ法によって,組織内酸素濃度の急速な変動を連続的に測寮し得る
 事に着目し,動物で種々の条件で起きた脳アノキシーの状況を観察した。
 購劃轍酸素繊入せしめた場創窒素搬入せい旋場合陳導を閉塾しめた場創
 阿片アルカ・イド静注の場合・LObeユin注射の場合について観察し,肺性アノキシーが直接
 脳アノキシーに反映することを確認した。叉脳アノキシーと直接1関係を有すると思耳つれる1曲.圧に
 ついては,1倣圧と脳血流量と平衡関係1てあるが,アドレナリンによる異常岨圧h昇ではこの平衡
 関{系がみだれ,ることが認められた。
 血圧!低下1てもとづく脳アノキシーは緬酸素の吸入によって改善されるが,更κ脳循環不全1'ζ到
 ると純酸素の過大陽圧を加えても最早脳アノキシーンつ発現は避け得ない。
 こ才1・は脳生理特に臨床では麻幽に関・際深い募髄的研究でちって,この方面の研究に良献したも
 のと思り。
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